
一番の励ましになります。 
 
吃る大人と話すための６つのアドバイス 
 
 
吃音は、ちょっとしたアドバイスで解決する簡単な問題のように、一般的には思われてい

るかもしれません。しかし、多くの吃る大人にとって、吃音は慢性的で、生涯にわたる障

害になり得ます。聞き手であるあなたが取りうるいくつかのアドバイスをご紹介します。 
 
１．「ゆっくり話しなさい」「深呼吸して」「リラックスして」のように注意することは

やめましょう。この様な単純なアドバイスによって、言われたほうは軽蔑されたと感じる

ことがあるので、役には立ちません。 
 
２．話し方ではなく、話す内容を聞いているということを、態度で示してください。 
 
３．相手の目を見て、吃る人が話し終えるのを、辛抱強く待ってあげてください。 
 
４．吃っている人のことばを代わりについ言いたくなるかもしれませんが、それはしない

でください。比較的ゆっくりとリラックスした速度で話してください。でもゆっくりすぎ

て不自然に聞こえないように注意しましょう。このようにすれば、良いコミュニケーショ

ンをとることができます。 
 
５．電話では、吃る人は普段よりも話しにくくなることが多いので、辛抱強く待ってもら

うといいです。もし受話器を取って何も聞こえなかったら、吃る人が話そうとしている可

能性があるので、いきなり電話を切らないでください。 
 
６．あわてずに話してください。といって、不自然に聞こえるようなゆっくりした話し方

はいけません。この方法により、誰に対しても良いコミュニケーションをとることができ

ます。 

 


